
  

 



自己紹介 

•

•

•

 



お話の内容 
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概念実証：POC

•



探索加速型の進め方 

• 探索加速型では、研究開発を、探索研究から本格研究へと段
階的に進めることを原則とし、探索研究はスモールスタート方式で
多くの斬新なアイデアを公募して取り入れ、アイデアの実現可能
性を見極めることとします。 

• 研究開発課題は、文部科学省が定める領域を踏まえ、JSTが
「科学技術で作りたい未来社会像」提案募集などを通じて設定
した「重点公募テーマ」に基づき公募します。 

• 本事業ではステージゲート方式を導入します。探索研究から本
格研究へ移行する際や、本格研究で実施している研究開発課
題を絞り込むことで、最適な研究開発課題編成・集中投資を行
います。 



未来社会創造事業のイメージ 



これまでの先端計測事業に対応 

これまでのALCAに対応 
バイオマス、CNFなどが採択されています 



•







3. CREST/さきがけ研究はどのように 
進められるのか 



•

•

•

•

•



•

文科省 

CSTI 

領域俯瞰 

ワークショップ 

文部科学省 

関連府省 

有識者等（審議会・
委員会・WSなど） 

戦略目標 JST東京本部 CRDS報告書 

戦略プロポーザル 

サイエンスマップ 



CRDSの戦略プロポーザルが戦略目標になった例 

提案時期 CRDS戦略プロポーザル 年度 文科省戦略目標 

2010.3 空間空隙制御材料の設計利用技術 ～

異分野融合による持続可能社会への
貢献～ 

H25 
2013 

選択的物質貯蔵・輸送・分離・変換等を実
現する物質中の微細な空間空隙構造制御
技術による新機能材料の創製 

2011.3 エネルギー高効率利用社会を支える
相界面の科学 

H23 
2011 

エネルギー利用の飛躍的な高効率化実現
のための相界面現象の解明や高機能界面
創成等の基盤技術の創出 

2012.3 二次元機能性原子薄膜による新規材
料・革新デバイスの開発 

H26 
2014 

二次元機能性原子・分子薄膜による革新
的部素材・デバイスの創製と応用展開 

2013.3 再生可能エネルギーの輸送・貯蔵・利
用に向けたエネルギーキャリアの基盤
技術 

H25 
2013 

再生可能エネルギーの輸送・貯蔵・利用に
向けた革新的エネルギーキャリア利用基盤
技術の創出 

2015.3 ナノスケール熱制御によるデバイス革
新 － フォノンエンジニアリング － 

H29 
2017 

ナノスケール熱動態の理解と制御技術によ
る革新的材料・デバイス技術の開発 

2015.3 反応プロセス革新 ～イオンと電子の
制御による中低温域の革新的化学反
応～ 

H30 
2018 

持続可能な社会の実現に資する新たな生
産プロセス構築のための革新的反応技術
の創出 

2016.3 トポロジカル量子戦略～量子力学の新
展開がもたらすデバイスイノベーション 

H30 
2018 

トポロジカル材料科学の構築による革新的
材料・デバイスの創出 



戦略イニシアチブ・WS報告書が戦略目標になった例 

提案時期 CRDS戦略イニシアチブ・WS 年度 文科省戦略目標 

2007.3 （ワークショップ報告書）「ナノ・電子情
報材料戦略」検討会(2006.8) 報告書 

2007 「新原理・新機能・新構造デバイス実現の
ための材料開拓とナノプロセス開発」 

2007.3 戦略イニシアティブ「元素戦略」 2010 「レアメタルフリー材料の実用化及び超高
保磁力・超高靭性等の新規目的機能を目
指した原子配列制御等のナノスケール物
質構造制御技術による物質・材料の革新
的機能の創出」 

2010.3 戦略イニシアティブ 

「分子技術“分子レベルからの新機能
創出” ～異分野融合による持続可能
社会への貢献～」 

2012 環境・エネルギー材料や電子材料、健康・
医療用材料に革新をもたらす分子の自在
設計『分子技術』の構築 



•

。 


文部科学省 

戦略目標 

JSTイノベーション 

推進本部 

研究主監会議 

19 
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有識者に 

聞き取り調査 
研究者に 

聞き取り調査 

選定の会議 
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面接
選考
会 

 

書類
選考
会 



•

•

•



•

•

–

–

最終年度のサイトビジットでは 

研究進捗状況を掌握して必要 

なアドバイスを行います。 



•

–

–

研究者同士の議論が活発 

夜遅くまで研究論議が続く 

フルメンバーが3日にわたって熱い討
論と研究交流を行う。 



•

–

–

•

–



•

ライフイベントは 
 不利に働くだけではない 



•

理論限界を突破する 
省エネデバイス 

世界最高性能のトランジスタを開発した冨岡
研究者はJSTの専任研究者でした。 
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CSTIバイオ戦略検討ワーキンググループ 
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募集締め切り  

平成３０年６月５日（火）正午 
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5. JSTにおけるバイオ関連事業(1) 

•

•

•

•

•

影山龍一郎(京大)

• 田畑哲之
(かずさDNA)

• 菅野純夫(医科歯科大)

• 都医
総研）

• 山本雅(OIST) 



JSTにおけるバイオ関連事業(2) 

•

•

•

•

•

•

•

•
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